
 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和8年2月27日 
文責：藤芳 秀樹 

個人情報保護のため、写真は鮮明 
度を落としています 

心の劇場 
26日、6年生は市民会館で開催

された「心の劇場」を鑑賞しまし
た。今回の演目は、猫とカモメが
主人公のミュージカルです。「6年
生には少し幼い内容かもしれな
い」と思っていましたが、劇団四
季の迫力ある歌やダンス、そして
心のこもった演技に、会場の6年
生全員が（そして私自身も）思わ
ず引き込まれてしまいました。 
物語には「命」や「仲間」の大切
さが丁寧に描かれており、心に響
く場面がたくさんありました。終
演後、会場が大きな拍手に包まれ
たことが、子どもたちの満足度を
物語っていました。 
また、電車での往復
も子どもたちにとっ
てよい思い出とな
り、特別な一日にな
りました。 

学級懇談 
学級懇談では、この一年間の子

どもたちの成長を振り返りまし
た。心に残ったエピソードや子ど
もたちのがんばり、そして次年度
に向けた担任の思いなど、さまざ
まな話をさせていただいたことと
思います。 
保護者の皆様と子どもたちの姿

を共有し、ともに考える時間は、
担任としての喜びであり、大きな
励みにもなります。 
ご参加いただき、本当にありが

とうございました。来年度もぜひ
ご参加をお願いいたします。 

ひごまるデー 
27日は、給食で熊本産の食材が

提供される「ひごまるデー」でし
た。今回の主役はホウレンソウ。
胡麻和えにしてあり、ご飯が進み
ました。さらに目を引いたのが太
刀魚のフライ。とても大きく、外
はサクッと、中はふんわりと揚げ
られていて、太刀魚本来のおいし
さがしっかり味わえました。教室
をのぞくと、子どもたちは「おい
しい！」と頬張りながら、嬉しそ
うに食べていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

清水小の給食は、他校を経験し
た私から見ても、本当においしい
と感じます。6年生がその給食を
味わえるのもあと12回。いよい
よ卒業が近づいてきました。しっ
かり味わってほしいです。 

いよいよ２月も終了。今年度もあと３月を残すのみとなりました。清水小みんなで仕上げをがんばります。 

身の回りのこと 
少しずつ暖かい日が増え、子ど

もたちの服装も薄手になってきて
います。お昼になると上着を脱い
でそのまま忘れてしまう子も増え
てきました。落とし物が増えない
よう、学校でも声かけを続けてい
ます。ご家庭でも記名や持ち物チ
ェックをお願いします。 
また、前髪が目にかかると目が

傷ついたり、学習に影響が出たり
します。必要に応じて散髪や髪を
結ぶ等のご協力をお願いいたしま
す。 

暦とともに 
2月19日の「雨水」（雪が雨へ

と変わり、雪どけが始まる頃）を
過ぎ、もうすぐ桃の節句（ひなま
つり）、そして啓蟄（冬ごもりの生
き物たちが目覚める頃）を迎えま
す。日本の暦には、季節の自然や
人々の暮らしが表れています。 
校庭にも、それに合わせたかわ

いらしい飾りが登場しています。
主事補の清田先生が、季節ごとに
心を込めて掲示物を作ってくださ
るおかげで、学校がより温かく、
学びのある空間になっています。
いつもありがとうございます。 

授業参観 
雨の中、授業参観にお越しいただき、ありがとうございました。 
今回は、今の学年・学級で迎える最後の授業参観でした。朝から「今日は

授業参観だよ！」と嬉しそうに話す子もおり、張り切って学ぶ姿を見ていた
だけたことと思います。 
1・2年生は、待ちに待った学習発表会を実施しました。みんなで力を合

わせて発表する姿には、かわいらしさの中に大きな成長も感じられたのでは
ないでしょうか。 
今日がんばったお子さんを、ご家庭でもたっぷり褒めてあげてください。 
こんな素敵な姿を皆さんにお見せできるのも、日頃からのご理解とご協力

のおかげです。心より感謝申し上げます。 


